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問題 」や「中・卜企業問題 」が表面化 した独占資本段階に始まり、国家独占資本主義への移
行期を通 じて強化された。「貸金業統計 」(大蔵省『主税局統計年報 』、地方税務監督局
『税務統計書 』)から検出した全国貸金業の生成 。発展期(～ 明治末期)、停滞期(一昭
和10年 前後)、衰退期(そ れ以降)は、以 上の過程を反映 しているのである。
(二)高 利貸資本展開 の地域性。わが国に澄ける商品経 済の進展は、地域に よってか な りの差
がある。 このことは、当然 に高利貸 資本 の展開 に影響 を与鷺、たQ地 帯別にみれば、後進地
帯(北 海道、東北、北関 東、中南九州)は 、高利貸 資本の停滞 ない し衰退カミ鈍 く、先進地
帯(近 畿、東海、北四国)で はその逆で ある。 な澄この うちか ら都市地帯 をと り出す と、
過剰人 ロの堆積、その一形態 としての中小零細企業 の増 大に支え られて後進地帯 と同様の
傾向を示す。また視点 を変 身.て高利貸資本 の展開を、都 市、平坦農村、澄 よび山村 とに分
けてみると、先 の地 域性に制約 されなが らも商品経済の滲透 の早 い平坦農村は、 山村 より
も早 くに停 滞 し衰退す る。都 市は、山村 と同様に概 して鈍い。
(三)高 利貸資本展開 の階 層性。高利貸 資本は、貸付 資本量 とそれを基 礎 とした機能条件 の違
いか ら階層性 をもつ。 ここでは、斎藤家(宮 城 県桃生郡居住、巨.大高利)、 桜井 家(宮 城
県登米郡居住、中ホ高利)を 洌 として とり挙げ る。桜井家は、貸付 資本量 が少ないか ら農
村 の貸付市場 圏内での活動が概 ね・」能である。だが斎藤家の ような臣大高利貸資本 となる
と、かか る狭隆 な農村貸付市場 圏か ら脱脚 しないか ぎり資本蓄積は停滞する。 ここに斎藤
家は、明治末 期以降都 市の貸付 市場へ進 出したが、 こうした両家の存立基盤 の相違 は、当
然 のことなが らその推 転条件 を異 ならしめる。すなわ ち桜井家は、独 占資本段階 に診ける
・卜農民 の剰 余価値生産の縮・ト、そ して政策的金融の増大に よって停滞か ら衰退を余儀な く
された。斎藤家 の場合 には、都市貸付市場 における銀行 との競争 によって次第に駆逐され、
存立基盤 を簗二次産業(中 小企業 上層)か ら第三 次産業(中 ・卜零細企業)へ 変え なが ら残
存 したが、それ も戦時体制下 の平和産業 の軍事 産業 への編成替、 中小企業にたいす る救済
融資の強化 に よって、桜井家 と同様 の過程 を辿(た のであるQな 診両家 とも、昭和大恐 慌
に よる関連事業の不振iが、負金業 の衰退を早めた こともつ け加 亥てお・きたい。
経2
(四)高 利貸資本 の変 質形態。高利貸資本の展開過程 は、同時 にそれの変 質過程 でもある。一
般的にいえ は、高利貸資本は、資本主義が体制的に確 立す るや資本家的生 産の諸条件 や諸欲
求に従属させ られ る。それは端的 にいって、高利貸資本が近代的貸付資本へ転化 し、利子
が利潤 に規制 される ことを意味 する。 この具体的 な変 質形態には、次の二系譜が考ズ られ
る。一っは、 巨大あるいは大高利貸資本の銀行 への転身である。いま一つは、大 あるいは
中小高利貸 資本の多 くがそ うであった ように、 こうした転 身ができないで単 なる金利生活
者 とな ることである。 こ うした変質は、信用制慶 の面か らい身 ぱ銀行が資力 を増大 し、 ま
た「貸付会社的性格 」を払拭 して近代 的な預金銀行へ転化す るための 一つの条件 となった
ものと思われ る。 とはいえ・卜生産者がい まな細広汎に残存する以.上、零細高利貸資瓜は依
然 として存続 す る。
そ こで斎藤、桜井両家についてみ ると、両家とも、貸金業が停滞 し、過剰資金が恒常的 と
なってか ら有価証券や投 資性 預金が増大す るQと ころで停滞期の有価証券投 資は、戯 して
地元企業へ の投 資が多 く、多かれ少かれ現 実的 資本 家 としての地位 を保 った し、預金 も機
能資本化 を待 期す るといった側 面をもっていた。 しか し衰退期に なる と、 こうした条件は
















とりながら生成 。発展 。停滞 ・衰退の過程を歩んできたが、 この停滞過程に語いて高利貸





















参考論文12篇 のうち、 とくに宮城県登:米郡の貢米流通機構の変化を論 じた「原蓄期農村に論け
る徴税請負的制度の性格 」や同じく登米郡に翻ける1高利貸業を分析 した「農村高利貸資本の展、
開過程」、あるいは福島 。宮城両県下の信託業を分析 した「農村地方に訟ける中小信託会社の性







金業統計 」に よって、貸金業の明治後期以降の全国的動向を閲明 していることも看過出来なく、
旧説の理論的吟味 と事例分析とこの統計的研究 とによって、わが国に治ける資本主義の発展と農
村高利貸資本の変貌過程を如実に論述 してい る功績は大きい。髪するにこの論文はその着想、
論旨、論証いずれ も優れ、従来の見解を殆ん ど一新 し、実証的な研究が戦前 ・戦後を通 じて甚だ
乏 しいこの研究分野に澄いては著 しく傑出 し、その学 界への寄与は極めて大きい。
以 上審査するところによって、この論文の提出者は経済学博士の学位を授与されるに十分な資.'
格を有するものと認定する。
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